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田た

邊な
べ

碧へ
き

堂ど
う

。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
十
三
日
に
生
ま
れ
、
昭
和
六

年
四
月
十
八
日
に
没
す
。
六
十
八
歳
。
碧
堂
は
号
で
、
名
は
華
。
通
称
為
三
郎
。

備
中
岡
山
の
人
。
病
弱
の
た
め
学
を
廃
し
、
早
く
か
ら
漢
詩
と
書
画
と
に
親
し

む
。
初
め
政
界
進
出
を
試
み
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
憲
政
党
か
ら

衆
議
院
議
員
と
な
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
ま
で
二
期
衆
議
院
議
員

を
務
め
る
。
政
界
で
は
霞
山
公
近
衛
篤
麿
の
知
遇
を
得
て
、
中
国
問
題
に
関
心

を
寄
せ
る
。
政
界
か
ら
離
れ
た
後
、
日
清
汽
船
会
社
を
設
立
、
後
に
大
東
汽
船

社
長
、
日
清
汽
船
監
査
役
、
大
東
文
化
学
院
教
授
、
藝
文
社
顧
問
な
ど
を
歴
任

し
、
晩
年
は
漢
詩
と
南
画
と
の
普
及
に
挺
身
す
る
。
墓
は
多
磨
霊
園
に
現
存
す

る
。
衆
議
院
議
員
時
代
に
出
会
っ
た
五
峰
坂
口
仁
一
郎
と
と
も
に
、
漢
詩
で
は

森
春
濤
門
下
の
双
璧
と
謳
わ
れ
た
。
碧
堂
は
若
年
の
頃
は
、
春
濤
風
の
艶
体
詩

を
事
と
し
、
五
峰
が
雄
渾
な
詠
史
を
得
意
と
し
た
の
と
対
照
的
で
あ
っ
た
が
、

大
正
三
年
に
刊
行
し
た
『
碧
堂
絶
句
』
を
春
濤
、
槐
南
亡
き
後
の
漢
詩
壇
の
耆

宿
国
分
青
厓
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
完
膚
無
き
ま
で
に
加
朱
さ
れ
、
ま
た
そ
の
朱

筆
の
こ
と
ご
と
く
が
肯
綮
に
中あ
た

る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
た
め
に
、
節
を
屈
し
て
、

国
分
青
厓
に
師
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
ま
つ
さ
え
、
青
厓
添
削
の
痕
跡
を

一
々
反
映
さ
せ
た
『
改
削
碧
堂
絶
句
』
を
改
め
て
出
版
す
る
。
そ
の
た
め
、
青

厓
の
得
意
と
し
た
詠
史
に
も
詩
境
を
広
げ
た
。
春
濤
没
後
青
厓
門
下
と
な
っ
て

か
ら
は
、
か
つ
て
の
『
新
文
詩
』
を
拠
点
と
す
る
森
槐
南
の
詩
風
に
批
判
的
で

あ
り
、
槐
南
門
下
の
岩
渓
裳
川
な
ど
と
は
対
立
し
た
。
も
と
も
と
青
厓
の
詩
風

に
近
か
っ
た
五
峰
に
対
す
る
評
価
は
極
め
て
高
く
、
槐
南
に
師
事
し
な
け
れ
ば
、

さ
ら
に
高
い
境
地
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
ま
で
極
言
す
る
。
五
峰
が
長
篇

の
古
詩
を
得
意
と
し
た
の
と
対
照
的
に
、
碧
堂
に
他
の
詩
体
が
絶
無
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
絶
句
に
身
命
を
賭
し
て
「
絶
句
碧
堂
」
と
自
他
と
も
に
称

し
た
。
詩
集
で
は
七
絶
が
目
立
ち
、
画
集
の
題
画
詩
は
五
絶
が
中
心
で
あ
る
。

五
峰
の
没
後
そ
の
遺
稿
の
編
集
に
青
厓
、
館
森
袖
海
と
と
も
に
携
わ
っ
た
。
漢

詩
集
に
『
碧
堂
絶
句
』（
大
正
三
年
刊
）、『
題
畫
百
絶
』（
大
正
九
年
刊
）、『
改

削
碧
堂
絶
句
』（
大
正
十
年
刊
）、『
凌
滄
集
』（
大
正
十
三
年
自
序
）、
遺
稿
集

『
衣
雲
集
』（
昭
和
七
年
序
刊
）
が
あ
り
、
画
集
に
『
碧
堂
先
生
山
水
畫
冊
』（
大

正
十
五
年
刊
）、『
碧
堂
先
生
畫
觀
』（
昭
和
三
年
刊
）
が
あ
る
。
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一
方
、
本
稿
で
紹
介
す
る
碧
堂
の
書
簡
の
宛
先
で
あ
る
橘
園
喜
多
貞
吉
も
ま

た
明
治
大
正
昭
和
と
三
代
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
漢
詩
人
で
あ
り
、
実
業
会
に

も
関
係
し
、
濱
口
容
所
、
土
方
久
元
、
和
田
豊
吉
等
名
士
の
漢
詩
文
集
や
伝
記

の
編
纂
出
版
に
も
携
わ
っ
た
。
後
に
触
れ
る
『
東
山
荘
唱
和
集
』（
明
治
四
十

二
年
刊
）
の
信
夫
恕
軒
の
序
文
に
「
門
下
の
喜
多
貞
」
と
あ
る
の
で
漢
学
の
師

は
信
夫
恕
軒
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
併
し
、
歴
史
学

の
泰
斗
喜
田
貞
吉
博
士
に
「
橘
園
喜
田
貞
吉
」
と
い
う
文
章
（
大
正
十
年
十
一
、

十
二
月
『
民
族
と
歴
史
』、『
喜
田
貞
吉
著
作
集
』
第
十
三
巻
、
平
凡
社
、
昭
五

四
に
再
録
）
が
あ
っ
て
、
喜
多
博
士
が
処
々
で
橘
園
と
誤
認
せ
ら
れ
る
体
験
を

語
り
、
橘
園
が
紀
州
の
人
で
、
明
治
四
年
生
ま
れ
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

近
時
、
筆
者
の
蔵
に
帰
し
た
田
邊
の
書
簡
十
八
通
を
紹
介
す
る
に
先
立
ち
、

碧
堂
の
山
水
画
集
で
あ
る
『
碧
堂
先
生
畫
觀
』
か
ら
、
青
厓
の
題
詩
二
首
と
碧

堂
自
跋
と
を
紹
介
す
る
。

　

国
分
青
厓
の
画
集
題
詩
は
、
無
造
作
に
葉
書
に
認
め
ら
れ
た
も
の
を
そ
の
ま

ま
複
写
し
て
巻
頭
に
掲
げ
る
。
第
一
首
を
各
句
行
替
え
し
て
示
す
。

辨
香
太
白
與
昌
齢　

香
り
を
辨わ
か

つ 

太
白
と
昌
齢
と

誰
道
清
音
輕
性
靈　

誰
か
道い

は
ん
や 

清
音
の
性
霊
を
軽
ん
ず
る
と

刻
劃
雲
煙
猶
不
足　

雲
煙
を
刻
画
す
る
も
猶
ほ
足
ら
ず

更
將
餘
力
及
丹
青　

更
に
餘
力
を
将も
つ

て
丹
精
に
及
ぶ

　

起
句
は
李
白
と
韓
愈
と
の
詩
風
の
違
い
を
弁
別
し
う
る
よ
う
な
精
妙
な
詩
眼

を
碧
堂
が
備
え
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
承
句
は
「
清
音
」
＝
碧
堂
の
詩
が
決
し

て
清
新
性
霊
派
の
よ
う
な
率
直
か
つ
艶
冶
な
作
風
を
退
け
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
承
句
の
含
意
す
る
所
は
深
い
。
碧
堂
が
現
在
は
格
調
派
と

目
さ
れ
る
青
厓
に
師
事
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
森
春
濤
、
槐
南
の
艶
冶
な
詩

風
を
奉
じ
た
こ
と
を
言
い
当
て
る
か
ら
で
あ
る
。

　

転
句
、「
雲
煙
を
刻
画
す
る
」
と
い
う
の
は
、
花
鳥
風
月
を
詩
句
に
搦
め
と

る
こ
と
で
、
詩
作
を
意
味
す
る
。
結
句
で
は
漢
詩
制
作
で
は
満
足
で
き
ず
に
、

更
に
山
水
画
の
制
作
に
碧
堂
は
い
そ
し
ん
で
い
る
と
指
摘
す
る
。
軽
い
揶
揄
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
葉
書
の
左
隅
に
は
「
贈
碧
堂
」

「
青
厓
山
人
」
と
あ
る
。
朱
印
で
「
青
厓
」。
続
い
て
第
二
首
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。詩

畫
雙
優
今
世
無　

詩
画
双
つ
な
が
ら
優す
ぐ

る
る
は
今
の
世
に
無
し

草
堂
日
見
墨
痕
濡　

草
堂 

日
々
墨
痕
に
濡ぬ

る
る
を
見
る

胸
中
幾
許
蔵
丘
壑　

胸
中 

幾い
く

許ば
く

か
丘
壑
を
蔵
し

吐
作
雲
煙
萬
疊
圖　

吐
き
て
雲
煙
萬
畳
の
図
を
作な

す

　

一
首
目
に
は
多
少
の
皮
肉
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
詩
画
双
絶
の

碧
堂
を
賛
美
す
る
題
詩
の
機
能
を
十
全
に
果
た
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
同
じ
画
集
の
碧
堂
跋
文
を
見
る
。
こ
こ
に
は
碧
堂
の
絵
画
観
が
端

的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
一
連
の
喜
多
橘
園
宛
書
簡
の
中
で
、

尤
も
注
目
す
べ
き
が
大
正
六
年
初
頭
、
下
関
門
司
で
開
催
さ
れ
た
碧
堂
の
書
画

会
の
模
様
を
伝
え
る
大
正
六
年
一
月
十
九
日
と
二
月
二
十
六
日
と
の
書
簡
で
あ

る
。
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
即
席
で
書
画
を
制
作
し
、
そ
れ
を
来

会
者
に
即
売
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
集
ま
り
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
が
小
さ
か
ら

ぬ
規
模
を
有
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
近
世
後
期
の
頼
山
陽
、
大
窪
詩
佛
、
梁
川
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星
巌
と
い
っ
た
漢
詩
人
た
ち
が
一
度
書
画
会
を
開
催
す
る
と
、
百
両
単
位
の
金

子
が
動
い
た
と
い
う
書
画
会
の
盛
況
が
、
大
正
期
に
至
っ
て
も
未
だ
衰
え
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
し
め
る
点
で
、
漢
詩
文
の
盛
況
は
江
戸
時
代
の

終
焉
と
運
命
を
共
に
し
た
と
い
っ
た
よ
う
な
歴
史
上
の
事
実
を
文
書
で
確
か
め

な
い
観
念
的
な
歴
史
家
の
偏
見
を
払
拭
す
る
に
足
る
と
い
う
意
味
で
も
興
味
深

い
。
南
画
の
復
興
を
提
唱
し
た
碧
堂
は
、
右
に
挙
げ
た
二
つ
の
画
集
が
そ
れ
ぞ

れ
五
十
点
づ
つ
題
画
詩
を
添
え
た
山
水
画
を
収
録
す
る
の
の
他
に
も
、
今
も
時

折
、
美
術
商
が
二
束
三
文
の
値
を
付
け
て
店
頭
に
ぶ
ら
下
げ
る
ほ
ど
に
も
あ
ま

た
の
書
画
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
碧
堂
の
絵
画
観
が
こ
の
跋
文
に
披

瀝
さ
れ
る
ご
と
く
、
恬
淡
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
一
驚
を
喫
す

る
。
そ
れ
が
文
人
の
精
神
に
特
徴
的
な
自
己
抑
制
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

予
素
以
詩
爲
命
。
近
又
以
畫
忘
老
。
範
水
摸
山
。
捜
奇
問
勝
。
一
毫
一
硯
。

好
爲
千
里
之
游
。
于
臺
于
燕
。
不
知
雙
脚
之
繭
。
春
來
家
居
。
乗
興
畫
山

水
五
十
幀
。
未
敢
云
稱
意
。
然
半
歳
精
力
所
注
。
鷄
肋
不
忍
棄
去
。
乃
欲

擧
而
叩
諸
公
評
論
。
蓋
聞
京
攝
之
地
。
久
稱
藝
術
淵
藪
。
士
人
好
古
。
尤

精
鑑
裁
。
意
窃
郷
往
焉
。
幸
有
池
戸
高
山
堂
土
橋
永
昌
堂
之
慫
慂
。
擬
以

冬
初
展
觀
於
浪
華
。
顧
予
畫
笨
拙
。
不
過
詩
翰
餘
技
。
慕
倪
黄
之
高
遠
。

學
沈
董
之
蒼
潤
。
聊
亦
欲
尋
前
賢
之
遺
緒
。
並
發
胸
中
之
逸
氣
耳
。
温
故

未
到
。
知
新
更
難
。
倘
蒙
諸
公
不
棄
。
勿
吝
一
言
之
教
。
則
予
之
所
厚
望

也
。

昭
和
三
年
戊
戌
九
月
於
東
京
僑
居
田
邉
華

予
素
よ
り
詩
を
以
て
命
と
為
す
。
近
ご
ろ
又
た
画
を
以
て
老
い
を
忘
る
。

水
を
範
と
し
山
を
摸
し
、
奇
を
捜
り
勝
を
問
ふ
。
一
毫
一
硯
も
て
好
ん
で

千
里
の
游
を
為
す
。
臺
に
于お

い
て
燕
に
于
い
て
、
双
脚
の
繭つ
か

る
る
を
知
ら

ず
。
春
来
家
居
し
、
興
に
乗
じ
て
山
水
五
十
幀
を
画
く
。
未
だ
敢
へ
て
意

に
称
ふ
と
は
云
は
ず
。
然
れ
ど
も
半
歳
の
精
力
の
注
ぐ
所
、
鷄
肋
な
る
も

棄
て
去
る
に
忍
び
ず
。
乃
ち
挙
げ
て
諸
公
の
評
論
を
叩
か
ん
と
欲
す
。
蓋

し
聞
く
な
ら
く
、
京
摂
の
地
、
久
し
く
藝
術
の
淵
藪
と
称
せ
ら
る
。
士
人
、

古
へ
を
好
み
、
尤
も
鑑
裁
に
精く
は

し
。
意
こ
こ
ろ

窃ひ
そ

か
に
郷
往
す
焉
。
幸
に
池
戸
高

山
堂
・
土
橋
永
昌
堂
の
慫
慂
有
り
。
冬
初
を
以
て
浪
華
に
展
観
せ
ん
と
擬

す
。
顧お
も

ふ
に
、
予
が
画
、
笨
拙
に
し
て
、
詩
翰
の
餘
技
に
過
ぎ
ず
。
倪げ
い

黄こ
う

の
高
遠
を
慕
ひ
、
沈し
ん

董と
う

の
蒼
潤
を
学
び
、
聊
か
亦
た
前
賢
の
遺
緒
を
尋つ

が

ん
と
欲
す
。
並
び
に
胸
中
の
逸
気
を
発
す
る
の
み
。
故ふ
る

き
を
温た
づ

ぬ
る
こ
と

未
だ
到
ら
ず
。
新
し
き
を
知
る
こ
と
更
に
難
し
。
倘も

し
諸
公
の
棄
て
ざ
ら

ん
こ
と
を
蒙こ
う
むり
て
、
一
言
の
教
へ
を
吝
む
こ
と
勿
き
は
、
則
ち
予
の
厚
望

す
る
所
な
り
。

昭
和
三
年
戊
戌
九
月
於
東
京
僑
居
田
邉
華

　

五
十
幅
の
山
水
画
は
昭
和
三
年
の
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
半
年
の
間
に

描
か
れ
た
も
の
で
、
画
集
と
し
て
頒
布
さ
れ
る
前
に
、
大
阪
で
展
覧
会
が
あ
っ

た
こ
と
が
右
に
知
れ
る
。
こ
の
謙
抑
を
事
と
す
る
跋
文
は
、
明
晰
で
特
に
注
す

る
を
須も
ち

い
な
い
が
、「
倪げ
い

黄こ
う

」
と
い
う
の
は
、
元
末
四
大
家
の
中
の
、
倪げ
い

瓉さ
ん

と

黄こ
う

公こ
う

望ぼ
う

と
の
並
称
で
あ
る
。
宋
代
に
完
成
を
見
た
と
い
う
中
国
山
水
画
の
頂
点

は
も
ち
ろ
ん
董と
う

源げ
ん

、
郭か
く

熙き

と
い
っ
た
北
宋
の
画
人
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
い
か
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ん
せ
ん
伝
存
す
る
作
品
は
稀
少
で
あ
り
、
範
と
す
る
に
足
り
な
い
。
異
民
族
支

配
下
の
元
代
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
あ
っ
て
宋
代
か
ら
の
画
統
を
着
実
に
継
承

す
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
四
大
家
で
あ
り
、
文
字
通
り
の
文
人
画
の
最
高
峰
と

目
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
辛
亥
革
命
以
後
中
国
山
水
画
の
名
品
が

陸
続
と
日
本
に
渡
来
し
た
と
は
い
う
が
、
こ
の
四
大
家
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
寓

目
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
碧
堂
は
「
慕
」
と
い

う
字
を
使
っ
た
。
一
方
、
続
く
「
沈し
ん

董と
う

」
は
、
辛
亥
革
命
以
後
真
贋
取
り
交
ぜ

て
多
く
の
作
品
が
渡
日
し
、
現
に
東
京
都
渋
谷
区
の
松
濤
美
術
館
な
ぞ
に
所
蔵

さ
れ
る
明
の
沈し
ん

周し
ゅ
う、

董と
う

其き

昌し
ょ
うの

並
称
で
あ
る
。
こ
れ
は
碧
堂
も
実
物
に
接
し
え

た
が
ゆ
え
に
、「
學
」
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
詩
画
に
身
命
を
賭
す
る
後
半
生
を
送
っ
た
田
邉
碧
堂
の
心
懐
が

忌
憚
な
く
披
瀝
さ
れ
て
い
る
心
友
喜
多
橘
園
宛
葉
書
・
書
簡
十
八
通
を
年
次
順

に
掲
げ
る
。
翻
字
に
当
た
っ
て
は
、
書
簡
現
物
の
行
替
え
を
そ
の
ま
ま
に
翻
字

し
た
。

一
、
明
治
三
十
九
年
十
月
三
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡

表
書
「
東
京
日
本
橋
區
小
網
町
三
／
濱
口
家
に
て
／
喜
多
貞
吉
様
／
拝
復
」

裏
書
「
封
／
備
中
淺
口
郡
長
尾
／
田
邉
為
三
郎
／
十
月
初
三
午
下
」

本
文

「
朶
雲
拝
讀
愈
御
涼
安

奉
恭
賀
候
。
容
所
兄

之
山
荘
吟
に
ハ
小
生
も
和
な
か

る
べ
か
ら
ず
と
ハ
、
兼
々
思
居
候

得
共
、
近
來
殊
に
俗
忙

从
田
久
し
く
無
之
候
て
、
詩

戈
耗
了
曠
日
仕
居
候
。
御

來
示
に
鼓
舞
さ
れ
て
一
番

勇
氣
出
し
可
申
乎
。
呵
々
。

拙
筆
御
下
命
御
愧
く

存
候
得
共
、
モ
ー
今
更
字
を

習
て
上
手
に
な
る
程
の

元
氣
も
な
く
、
御
求
の
儘
に

塗
鴉
送
上
仕
候
。
御
哂

爲
可
被
下
候
。
汗
顔
々
々
。
小
生

今
月
末
に
ハ
上
京
可
仕
候
。

拝
禮
相
樂
候
。
草
々
頓
首

十
月
初
三
偶
在
家

　
　
　
　
　
　
　

爲
三
郎

喜
多
兄
臺

　
　
　
　

梧
下
」

　

封
筒
宛
名
の
「
日
本
橋
小
網
町
三
濱
口
家
」
は
喜
多
が
後
に
書
画
の
縮
印
を

含
む
遺
稿
集
『
容
所
遺
韻
』（
大
正
四
年
刊
）
を
編
む
容
所
、
九
代
浜
口
吉
右

衛
門
（
一
八
六
二
〜
一
九
一
三
）
の
居
所
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
浜
口
は
紀
州

有
田
郡
の
人
で
、
ヤ
マ
サ
醤
油
の
関
東
最
大
の
出
荷
先
の
当
主
、
九
代
広
屋
で
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あ
り
、
広
屋
は
小
網
町
に
在
っ
た
。
浜
口
は
衆
議
院
議
員
も
務
め
た
か
ら
田
邊

は
議
員
時
代
か
ら
付
き
合
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
喜
多
橘
園
は
、
何
か
浜

口
を
補
佐
す
る
よ
う
な
仕
事
に
住
込
み
で
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
手

紙
本
文
の
「
容
所
兄
」
は
浜
口
そ
の
人
で
あ
る
。
容
所
は
漢
詩
も
嗜
ん
で
い
る

か
ら
、「
山
荘
吟
」
と
い
う
の
は
漢
詩
の
詠
で
、碧
堂
は
「
和
な
か
る
べ
か
ら
ず
」

と
い
っ
て
、
次
韻
な
ど
の
唱
和
作
を
試
み
た
い
と
は
思
っ
て
も
多
忙
故
な
か
な

か
果
た
せ
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
山
荘
」
は
あ
る
い
は
、
次
の

書
簡
で
言
及
さ
れ
る
「
東
山
荘
」
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
さ
す
れ
ば
こ
れ
は

和
歌
山
県
広
川
町
の
浜
口
家
邸
宅
御
風
楼
の
南
に
広
が
る
「
東
園
」
と
は
別
に
、

容
所
が
猪
狩
り
の
拠
点
と
し
た
和
歌
山
県
有
田
郡
津
木
村
に
あ
っ
た
「
東
山

荘
」
で
あ
ろ
う
。
浜
口
容
所
は
「
東
園
」
に
栄
え
有
ら
し
め
る
た
め
に
『
東
園

十
二
勝
詩
画
冊
』
を
作
成
（『
斯
文
』
第
一
二
六
号
、
二
〇
一
五
年
刊
、
村
山

吉
廣
「
浜
口
容
所
『
東
園
十
二
勝
詩
画
冊
』
│
近
代
日
本
庭
園
文
学
の
一
つ
と

し
て
│
」）
し
て
お
り
、
そ
の
詩
画
集
作
成
の
た
め
に
諸
名
家
の
詩
を
募
っ
て

い
た
。

　

碧
堂
は
、
同
様
に
此
度
は
「
東
園
」
で
は
な
く
し
て
、「
東
山
荘
」
に
因
む

容
所
の
詩
に
唱
和
す
る
漢
詩
の
作
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
喜
多
貞
吉
の
編
に
係

る
『
東
山
荘
唱
和
集
』
上
・
下
巻
（
明
治
四
十
二
年
刊
）
の
上
巻
冒
頭
に
は
浜

口
容
所
の
「
山
荘
吟
十
首
」（
絶
句
十
首
）
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
に
は
三
十

五
名
の
漢
詩
人
の
唱
和
の
作
各
人
十
首
を
収
録
す
る
。
下
巻
は
十
二
名
の
和
歌

の
作
を
収
め
る
。
田
辺
は
唱
和
の
作
を
成
さ
ん
と
す
る
も
、
出
版
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
間
に
合
う
よ
う
に
は
出
来
上
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
明
治
四
十
二
年
九
月
四
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡

表
書
「
東
京
本
郷
區
／
曙
町
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
／
侍
史
」

裏
書
「
封　

九
月
四
日
／
（
陽
刻
朱
印
）
備
中
國
玉
島
／
字
狐
島
別
墅
／
田
邉

為
三
郎
」

本
文

「
拝
啓
。
爾
來
御
無
音
仕
候
。

秋
涼
相
催
候
處
、
愈
々
御

清
康
奉
恭
賀
候
。

東
山
荘
唱
和
集
御

贈
与
被
下
、
昨
來
拝
讀

快
不
可
道
盡
、
難
有

御
厚
意
奉
謝
候
。
小
生

先
日
中
上
京
仕
居
、
此

頃
歸
荘
、
爲
之
に
御

禮
延
引
仕
候
。

容
所
兄
に
も
久
し
く
御

疎
曠
仕
居
、
御
唔
時

宜
く
御
致
聲
可
被
下
候
。

先
は
乍
延
引

時
下
御
自
愛
是
祈

　
　
　
　
　
　

草
々
頓
首
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九
月
四
日

　
　
　
　

田
邉
爲
三
郎

喜
多
兄
臺

　
　
　
　

梧
下
」

　

文
中
に
あ
る
『
東
山
荘
唱
和
集
』
は
前
便
で
碧
堂
も
寄
詩
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
の
明
治
四
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

三
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
一
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡
【
写
真
イ
】

表
書
「
本
郷
區
曙
町
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
／
親
展
」

裏
書
「
封
十
一
月
十
一
日
夕
／
（
以
下
印
刷
）
東
京
赤
坂
區
青
山
高
樹
町
十
二

番
地
／
田
邉
爲
三
郎
／
電
話
芝
四
七
四
番
」

本
文

「
拝
啓
御
文
安
奉
大
賀
候
。

今
日
清
閑
不
計
も

興
を
催
候
て
墨
戯
仕
候
。

御
哂
草
に
呈
上
候
。
御
叱
留

被
下
度
候
。

容
所
先
生
へ
久
し
く
拝

唔
不
仕
、
御
逢
之
時
宜
く

御
致
聲
被
下
度
、
尚
別

帋
も
御
笑
柄
に
供
し
被

下
度
、
又
容
所
先
生
之

【写真イ】
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【写真ロ】

【写真ハ】
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御
作
品
も
拝
感
仕
度

宜
し
く
願
上
候
。

書
外
ハ
拝
唔
に
在
り

　
　
　
　
　
　
　

草
々

　
　
　

十
一
月
十
一
夕
」

　
　
　
　
　
　
　

田
邉
為
三
郎

　
　

喜
多
兄
臺

　
　
　
　
　
　

梧
下
」

　

文
中
の
「
墨
戯
」
と
は
、
恐
ら
く
画
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
喜
多
に
呈
上
す
る

の
み
な
ら
ず
、
喜
多
が
恩
顧
を
蒙
っ
て
い
る
浜
口
に
も
喜
多
か
ら
別
紙
の
作
を

差
し
上
げ
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
で
浜
口
の
作
を
碧

堂
は
見
た
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
画
で
あ
ろ
う
。『
容
所
遺
韻
』
に
は

野
呂
介
石
を
範
と
す
る
完
成
度
の
高
い
容
所
の
山
水
画
が
縮
印
さ
れ
て
い
る
。

碧
堂
の
画
は
精
密
な
筆
致
で
し
た
た
め
ら
れ
る
が
、
速
成
の
筆
で
あ
っ
た
ご
と

く
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
は
封
筒
も
併
存
す
る
が
、「
別
帋
」
の
画
は
逸
し
て

い
る
。

四
、
大
正
二
年
十
一
月
十
八
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡
【
写
真
ロ
】【
写

真
ハ
】

表
書
「
小
石
川
（
見
せ
消
ち
）
本
郷
區
曙
町
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
／
拝
致
親
展
」

裏
書
「
封
／
大
正
二
年
十
一
月
十
八
日
／
（
以
下
印
刷
）
東
京
赤
坂
區
青
山
高

樹
町
十
二
番
地
／
田
邉
爲
三
郎
／
電
話
芝
四
七
四
番
」

本
文

「
拝
啓
。
梯
月
樓
之
御

雅
莚
御
寵
召
難
有

奉
存
候
。
御
盛
饌
謝
々
。

容
所
主
人
御
容
躰

如
何
と
御
案
申
上
居
候
。
可

然
御
致
聲
可
被
下
候
。
併
て

先
夜
之
御
禮
御
皆
様
へ

御
致
謝
奉
願
候
。

先
は
御
礼
申
上
度
頓
首

　
　

十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　

田
邉
爲
三
郎

橘
園
兄
臺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梧
下
」

同
封
別
紙
書
簡
本
文

「
唯
今
別
帋
相
認
候
處
へ

小
包
被
下
、
御
手
札
拝

讀
仕
候
。
先
夜
ハ
洵
に
難

有
奉
存
上
候
。
遺
却
の

風
ろ
し
き
ワ
ザ
〳
〵
小
包
に
て

御
返
却
被
下
御
手

數
難
有
奉
存
上
候
。
謝
々
。
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小
切
ハ
近
日
相
認
可
申
候
。

御
閑
暇
之
時
、
一
夕
御

來
話
願
上
度
候
。
草
々

　
　

十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

爲
三
郎

　

喜
多
兄
臺

　
　
　
　
　

梧
下

　
　

尊
作
新
聞
に
て

　
　

拝
見
一
々
敬
服

　
　

感
吟
仕
居
候
」

　

文
頭
の
「
梯
月
樓
之
御
雅
莚
」
と
は
、
浜
口
容
所
が
、
毎
年
柳
橋
梯
雲
楼
で

開
催
し
て
い
た
中
秋
の
月
見
の
酒
宴
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
月
宴
に
集
っ
た

諸
家
の
吟
詠
（
漢
詩
・
和
歌
）
を
集
成
し
た
『
梯
雲
取
月
集
』
は
、
喜
多
橘
園

に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
お
り
三
集
ま
で
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
後
文
に
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
年
容
所
は
病
を
喞
っ
て
い
た
の
で
、
主
催
者
を
欠
い
て
の
宴
で
あ
っ

た
か
。
喜
多
は
宴
の
一
切
を
と
り
し
き
っ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
碧
堂
は
、

喜
多
に
容
所
の
容
態
を
尋
ね
て
い
る
が
、
こ
の
後
ひ
と
月
足
ら
ず
の
十
二
月
十

一
日
に
容
所
は
他
界
す
る
。「
小
切
」
は
喜
多
が
碧
堂
の
画
を
求
め
た
の
で
、

近
日
中
に
描
く
と
答
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
末
尾
に
喜
多
の
漢
詩
が
新
聞
に
頻

繁
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
慶
賀
し
て
い
る
。

五
、
大
正
三
年
五
月
六
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
為
三
郎
書
簡

表
書
「
本
郷
駒
込
曙
町
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
／
侍
史
」

裏
書
「
大
正
三
年
五
月
六
日
／
（
印
刷
）
東
京
市
赤
坂
青
山
高
樹
町
二
十
番
地

／
田
邉
為
三
郎
／
電
話
芝
四
七
四
番
」

本
文

「
拝
啓
。
愈
御
文
安
奉
賀
候
。

平
生
ハ
御
無
音
奉
謝
候
。

昨
秋
御
預
り
仕
候
小
絹
大
に

延
引
今
日
漸
く
一
揮
仕
候
。

御
哂
収
之
上
、
濱
口
兄
へ
御

送
り
被
下
度
願
上
候
。

尊
作
時
々
御
報
知
奉
願
候
。

絶
句
之
作
家
方
今
特
に

大
兄
に
於
て
超
凡
を
認
め
傾

倒
可
仕
に
深
く
御
坐
候
。
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
邉
為
三
郎

　
　

橘
園
大
兄

　
　
　
　
　
　

梧
下
」

　
「
浜
口
兄
へ
御
送
り
」
と
あ
る
「
浜
口
」
は
九
代
吉
右
衛
門
容
所
で
は
な
い

と
す
る
と
十
代
目
か
。
容
所
没
後
も
そ
の
遺
稿
集
編
纂
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
喜

多
と
浜
口
家
と
の
縁
は
疎
く
は
な
ら
な
か
っ
た
。
末
尾
で
「
絶
句
の
碧
堂
」
が
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「
絶
句
之
作
家
」
と
し
て
橘
園
に
嘱
望
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

六
、
大
正
三
年
十
月
廿
一
日
付
喜
多
橘
園
宛
田
邉
為
三
郎
書
簡

表
書
「
本
郷
區
駒
込
曙
町
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
／
侍
史
」

裏
書
「
大
正
三
年
十
月
廿
一
日
夕
／
（
印
刷
）
東
京
市
四
谷
區
須
賀
町
二
番
地

／
田
邉
為
三
郎
／
電
話
番
町
七
四
四
番
」

本
文

「
拝
啓
。
愈
御
壮
安
奉
賀
候
。

平
生
御
無
音
多
罪
〃
〃

先
日
絖
本
御
送
り
詩
畫

被
徴
拜
承
仕
り
な
が
ら
、
疎

嫚
今
に
御
返
事
も
不
仕
、
失

禮
奉
謝
候
。
然
る
に
勝
手
の
事

願
上
候
得
共
、
別
帋
へ
御
旧
作

に
て
宜
（
よ
ろ
し
け
）れ
ば
（
可な
る
べ
く成
は
松
と
か
青
山
と
か
の

詩
目
出
か
り
そ
ふ
な
詩
を
）
御
認

被
遣
度
、
星
嶋
老
人
八
十

壽
の
爲
と
御
落
款
被
下
候
得
ば

更
に
難
有
奉
存
候
。
國
の
友
人

の
父
明
春
八
十
之
由
に
付
三

五
の
詩
友
に
舊
作
に
て
も
御
認
め
相

願
て
贈
り
遣
れ
度
タ
メ
ニ
御
坐
候
。

先
日
阿
南
行
坂
先
生
に
御
逢

之
由
、
畫
風
韻
致
に
富
み

温
藉
之
處
、
宛
然
華
人

と
小
生
ハ
ヒ
ド
ク
感
心
仕
居
候
。

先
は
御
願
申
上
度
、
時
下
御

自
愛
被
為
成
度
候
。
頓
首

　
　
　

十
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

為
三
郎

　

橘
園
先
生

　
　
　
　

梧
下

昨
日
の
中
外
商
業
詩
欄
へ

尊
作
頂
戴
仕
可
申
候
」

　

冒
頭
、
碧
堂
が
詩
画
を
荏
苒
と
し
て
「
絖
本
」
に
し
た
た
め
ら
れ
ず
、
そ
の

債
を
負
っ
た
ま
ま
、
今
度
は
郷
土
岡
山
の
知
人
の
八
秩
を
祝
賀
す
る
た
め
に
、

喜
多
に
寄
詩
を
懇
願
、
落
款
の
指
示
ま
で
し
て
い
る
。「
御
旧
作
」
で
も
構
わ

な
い
と
言
う
所
に
文
雅
の
人
の
抑
制
が
あ
る
。
詩
文
の
雅
交
も
、
こ
う
な
る
と

随
分
窮
屈
な
印
象
が
あ
る
が
、
近
世
中
期
以
来
、
漢
詩
人
間
の
交
友
に
は
こ
う

し
た
側
面
も
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
末
尾
の
中
国
人
の
気
風
が
あ
る
と
讃
え
ら

れ
て
い
る
画
人
「
阿
南
行
坂
」
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。
博
雅
の
示
教
を
乞
い
奉

る
。
末
の
「
中
外
商
業
詩
覧
云
々
」
と
は
、
そ
の
当
時
碧
堂
が
選
者
を
担
当
し

て
い
た
日
本
中
外
商
業
新
聞
（
現
在
の
日
本
経
済
新
聞
）
の
漢
詩
欄
に
喜
多
の

作
を
載
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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七
、
大
正
三
年
十
月
二
十
三
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
為
三
郎
書
簡

表
書
「
本
郷
區
駒
込
曙
町
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
／
拝
復
」

裏
書
「
封
／
大
正
三
年
十
月
廿
三
日
夕
／
（
印
刷
）
東
京
市
四
谷
區
須
賀
町
二

番
地
／
田
邉
為
三
郎
／
電
話
番
町
七
四
四
番
」

本
文

「
拝
啓
。
早
速
に
御
詩
作
り
被
下
、

嘸
本
人
大
喜
可
仕
、
小
生
も
御
礼

申
上
候
。
御
懇
に
任
か
せ
愚
見
加

筆
仕
書
候
。
御
取
捨
可
被
下
候
。
〇
毎
々

御
尋
被
下
候
由
之
處
、
不
在
失

礼
仕
候
。
此
節
ハ
日
々
外
出
仕
候

故
、
夜
分
（
明
夕
ハ
外
出
）
御
話
に

御
出
被
下
度
願
上
候
。
朝
ハ
九

時
迄
ハ
在
宿
仕
候
。

其
内
拝
唔
可
申
陣
候
頓
首

　
　
　
　

十
月
二
十
三
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
三
郎

喜
多
先
生

　
　
　
　

梧
下
」

　

前
便
か
ら
二
日
後
の
日
付
だ
か
ら
、
前
便
で
碧
堂
が
依
頼
し
た
郷
里
の
「
星

嶋
老
人
」
の
八
秩
を
祝
賀
す
る
詩
を
喜
多
が
早
速
作
っ
て
寄
こ
し
た
の
だ
と
分

か
る
。
喜
多
は
碧
堂
の
意
の
存
す
る
所
を
察
し
て
、「
舊
作
」
で
は
な
く
、
新

た
に
詩
を
賦
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
喜
多
が
是
非
に
と
こ
の
新
作
の
添
刪
を
懇
望

し
た
ら
し
く
、
碧
堂
は
そ
の
祝
賀
詩
の
部
分
的
改
案
を
記
し
た
別
紙
を
寄
示
し

た
ご
と
く
で
あ
る
。

八
、
大
正
三
年
十
一
月
十
二
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
葉
書

宛
名
「
本
郷
區
駒
込
曙
町
／
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
」

差
出
人
「
田
邉
為
三
郎
／
四
谷
須
賀
町
／
十
一
月
十
一
日
夕
」

本
文
（
裏
書
）

「
拝
復
御
文
安
奉
大
賀
候
。
從
仰
今
日
左
の

如
く
構
思
仕
候
。

故
人
天
上
梯
明
月
。
此
去
一
年
終
不
回
。

金
桂
花
開
何
處
碎
。
碧
雲
萬
里
碧
樓
臺
。　

御
正
斧
可
被
下
候
。

御
送
り
の
絖
小
切
、
他
ゟ
參
居
候
者
と
混
じ
候
が

寸
法
何
程
の
分
な
り
し
か
一
寸
御
知
ら
せ
被

下
度
ソ
ノ
分
へ
可
相
認
候
草
々
」

　

こ
れ
ま
で
は
、
詩
文
の
依
頼
や
詩
債
を
果
た
せ
ぬ
詫
び
な
ど
の
文
言
が
見
え

る
ば
か
り
で
、
具
体
的
な
作
品
が
引
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は

七
絶
が
一
首
引
か
れ
て
い
る
。

故
人
天
上
梯
明
月　

故
人
天
上 

明
月
に
梯は
し
ごし

此
去
一
年
終
不
回　

此
よ
り
去
つ
て
一
年
終
に
回
ら
ず

金
桂
花
開
何
處
碎　

金
桂
花
開
い
て 

何い
ず

れ
の
処
に
か
碎
け
た
る
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碧
雲
萬
里
碧
樓
臺　

碧
雲
万
里　

碧
楼
台

　

起
承
句
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
か
ら
、
本
詩
は
ど
う
や
ら
浜
口
容
所
の
一

周
忌
の
た
め
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
月
の
縁
語
と
し
て
転
句
で
「
金
桂

花
」
＝
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
可
憐
に
し
て
濃
厚
な
香

り
を
放
つ
オ
レ
ン
ジ
色
の
小
花
は
、
ま
こ
と
に
「
碎
」
と
形
容
す
べ
き
散
り
方

を
す
る
。
こ
れ
も
容
所
の
一
年
前
の
他
界
を
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
。
結
句
は
知

人
が
冥
界
と
い
う
手
の
届
か
な
い
遠
方
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詠
嘆
す
る
。

　

漢
詩
人
間
に
お
け
る
頻
繁
な
詩
文
の
や
り
取
り
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
葉
書
の

末
尾
の
ご
と
く
、
詩
画
を
し
た
た
め
る
た
め
の
詩
箋
や
絹
本
が
依
頼
し
た
当
人

用
の
も
の
で
な
い
も
の
と
混
在
し
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
い
か
に
も
雅
中
の
俗
と
い
っ
た
趣
き
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。

九
、
大
正
五
年
九
月
十
六
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡

表
書
「
府
下
瀧
の
川
巣
鴨
／
元
駒
込
／
喜
多
貞
吉
様
／
恵
展
」

裏
書
「
封
／
九
月
十
六
日
／
（
陽
刻
朱
印
）
東
京
四
谷
區
須
賀
町
二
番
地
／
田

邉
為
三
郎
」

本
文

「
拝
啓
。
先
夜
ハ
御
寵

意
御
送
行
之
清
莚

被
爲
張
被
下
難
有

奉
感
佩
候
。
近
來
に
な
き

愉
快
之
事
に
て
永
く

難
忘
得
候
。
早
速
に
御
禮

書
可
差
出
之
處
、
頗
る
多

忙
意
外
に
延
引
奉

謝
候
。
小
生
出
發
ハ
廿
三
四

日
迄
延
引
仕
候
。
右
は
安
川

翁
上
京
其
話
に
ナ
ル
コ
ト
ナ
ラ

自
分
歸
宅
之
時
に
來
遊

更
に
ぬ
し
云
々
モ
ト
ヨ
リ
日

柄
あ
つ
て
に
も
無
之
故
數
日

猶
豫
仕
候
。

書
外
ハ
拜
唔
に
在
り
頓
首

　

九
月
十
六
夕

　
　
　
　
　
　

為
三
郎

　
　

橘
園
兄
臺

　
　
　
　
　
　

梧
下
」

　

橘
園
が
碧
堂
の
為
に
壮
行
会
を
開
い
た
こ
と
へ
の
礼
状
で
あ
る
。
本
稿
の
眉

目
で
あ
る
碧
堂
の
九
州
一
円
で
の
書
画
会
の
盛
況
を
報
ず
る
書
簡
は
、
大
正
六

年
の
正
月
と
二
月
と
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
も
近
畿
や
瀬
戸
内
な
ど
に

も
立
ち
寄
り
、
門
司
の
後
に
は
佐
世
保
、
長
崎
な
ど
を
廻
る
大
旅
行
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
九
月
の
段
階
で
早
々
に
壮
行
会
が
開
か
れ
る
の
も
不
自
然
で
は
な

い
。

　

次
に
掲
げ
る
の
が
、
門
司
で
の
書
画
会
の
宣
伝
ビ
ラ
と
そ
の
盛
況
ぶ
り
を
伝
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え
る
碧
堂
書
簡
で
あ
る
。

十
、
大
正
六
年
一
月
十
九
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡
【
写
真
ニ
】【
写

真
ホ
】

表
書
「
東
京
市
外
西
ケ
原
六
十
六
／
喜
多
貞
吉
様　

拝
復
」

裏
書
「
門
司
市
萬
檣
楼
方
／
田
邉
為
三
郎
／
一
月
十
九
日
」

添
付
書
類
（
印
刷
）「
田
邉
碧
堂
先
生
来
遊
／
詩
人
に
し
て
畫
山
水
を
善
く
す

る
田
邉
碧
堂
先
生
當
地
に
來
遊
せ
ら
／
る
先
生
は
備
中
の
人
に
し
て
久
し
く
東

京
に
住
せ
ら
れ
支
那
江
南
／
に
遊
ぶ
こ
と
六
度
其
作
る
と
こ
ろ
の
七
言
絶
句
は

當
代
獨
歩
の
譽
あ
／
り
先
生
唐
の
王
摩
詰
が
詩
人
に
し
て
南
宗
畫
の
鼻
祖
た
る

に
思
ひ
及
／
び
由
來
南
畫
は
詩
人
の
餘
技
た
る
こ
そ
本
意
な
れ
と
て
專
ら
筆
を

山
／
水
に
親
ま
し
む
今
や
技
大
に
進
み
自
ら
一
家
を
成
す
に
至
る
蓋
し
方
／
今

藝
苑
詩
畫
雙
絶
の
人
を
求
ん
に
先
生
を
措
ひマ
マ

て
他
に
其
人
無
か
る
／
べ
し
凡
そ

先
生
作
る
と
こ
ろ
の
も
の
有
聲
の
畫
無
聲
の
詩
と
両
々
相
／
助
け
氣
韻
生
動
の

妙
あ
り
余
等
先
生
來
遊
を
機
と
し
其
筆
墨
を
此
地
／
に
留
め
ら
れ
ん
こ
と
を
望

み
又
弘
く
同
好
諸
君
に
告
げ
畫
中
書
巻
の
／
氣
に
富
め
る
先
生
の
逸
品
を
請
ひ

座
右
に
之
を
欣
賞
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
／
勸
む
／
大
正
六
年
一
月
／
伊
藤
傳
右
エ

門
／
土
井
捨
次
郎
／
中
野
德
次
郎
／
安
川
敬
一
郎
／
保
井
猶
造
／
松
本
枩
蔵
／

福
田
信
治
／
麻
生
大
吉
／
佐
藤
寛
次
郎
／
森
祐
三
郎
／
毛
里
保
太
郎
／
岡
山
縣

人
有
志
（
以
上
に
つ
き
「
發
起
人
・
い
ろ
は
順
」
と
あ
り
）
／
平
尾
伴
右
エ
門

／
難
波
復
二
／
中
井
百
槌
／
岸
本
古
竹
堂
／
門
垣
無
門
堂
（
以
上
に
つ
き
「
世

話
人
」
と
あ
り
）」（【
写
真
ニ
】）

【写真ニ】
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【写真ホ】
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本
文

「　
　
別
紙
ハ
當
地
方
で
有
力
者
粒
揃
の
由

　
　
　
前
例
な
き
發
起
者
の
顔
揃
と
か

朶
雲
拝
披
御
健
勝
之
由

奉
賀
候
。
小
生
去
五
日
出
都

處
々
立
寄
十
三
日
着
門
仕
候
。

老
畫
師
で
飄
然
設
硯
之

筈
な
り
し
も
當
地
ハ
東
京
之
各
銀

行
各
會
社
支
店
叢
集
之

處
と
て
前
半
身
者
全
く
の
隠

居
な
ら
ぬ
實
業
家
肩
書
を
發
見

さ
れ
無
據
コ
ン
ナ
第
一
等
の
料
理

店
に
滞
在
不
得
已
ニ
、
出
れ
ば
車
、
居
れ
ば

酒
。
紅
袖
青
山
亦
復
不
得
已
。
な
か
な
か

潤
筆
な
ぞ
で
追
付
き
不
申
お
か
し

く
も
あ
り
エ
ー
ツ
ラ
の
顔
で
も
有
之

新
年
早
々
之
上
品
な
る
失
敗

御
噴
飯
可
被
下
候
。
御
羨
望
に
及
不
申

は
小
生
懺
悔
の
鬢
絲
全
く
白
盡
し

て
情
懐
如
水
。
故
に
は
マ
ー
コ
ン
ナ
處
に

長
居
ハ
無
用
（
尤
も
畫
の
注
文
ハ
數
々

有
之
故
時
々
歸
來
テ
此
地
設
硯
可
致
候
）

來
月
早
々
佐
世
保
に
参
り
之
に
據

站
し
て
長
崎
に
時
々
來
往
可
致
。
三
月
に

久
留
米
へ
と
心
懸
け
居
候
。
三
月
末
ニ
ハ

一
應
歸
京
可
仕
候
。

御
申
越
之
畫

甚
乍
不
出
來
呈

上
仕
候
。
御
笑
評
可
被
下
候
。

書
外
ハ
拝
晤
に
在
り
。
近
日
無
詩
。

○
蕊
疎
春
雪
詩
ハ
ド
コ
デ
モ
頓
と
眼
に

入
ら
ず
。
却
て
年
始
状
の
方
の
詩
が
賞

揚
さ
れ
サ
テ
サ
テ
世
の
中
ハ
と
ア
キ
ラ
メ
居
候

處
へ
老
兄
之
御
留
目
に
逢
ひ
殊
に

嬉
し
く
候
。
コ
ン
ナ
○
ワ
カ
ラ
ヌ
詩
で
品
の
方
に

重
を
置
タ
作
ハ
老
兄
な
ら
で
は
見
て

被
下
候
人
皆
無
也
。
謝
々

時
下
御
自
愛
に
被
成
度
候
。
草
々

　
　
　

一
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　

為
三
郎

喜
多
老
兄
梧
下
」（【
写
真
ホ
】）

　

次
の
一
通
と
併
せ
て
、
書
画
会
の
盛
況
ぶ
り
か
ら
喜
多
と
の
詩
話
、
書
画
会

で
儲
け
た
金
銭
の
用
途
に
至
る
ま
で
、
内
容
豊
富
で
今
回
紹
介
す
る
書
簡
中
の
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白
眉
で
あ
る
。
冒
頭
細
字
で
し
た
た
め
ら
れ
た
追
伸
は
、
別
紙
の
薄
桃
色
の
碧

堂
書
画
会
の
宣
伝
ビ
ラ
が
、
門
司
界
隈
の
名
士
が
こ
ぞ
っ
て
名
を
連
ね
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
言
う
。「
全
く
の
隠
居
な
ら
ぬ
肩
書
を
發
見
」
と
あ
る
の
は
、

本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
碧
堂
の
略
歴
と
対
照
す
る
と
よ
く
わ
か
る
が
、
衆
議
院
議

員
、
各
種
汽
船
会
社
の
重
役
を
務
め
た
肩
書
が
既
に
門
司
の
人
に
知
れ
亘
っ
て

い
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の
た
め
、
高
級
料
亭
や
宿
泊
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得

ず
、
ど
こ
に
出
る
に
も
車
に
乗
っ
て
廻
る
の
で
、
折
角
書
画
会
で
儲
け
た
金
子

も
散
財
し
て
、
足
が
出
そ
う
な
始
末
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
気
苦
労
で
白
髪
が

増
え
た
の
だ
か
ら
、
豪
遊
ぶ
り
は
憐
れ
ん
で
も
う
ら
う
べ
き
こ
と
で
羨
望
に
は

値
し
な
い
と
い
う
文
言
は
ふ
る
っ
て
い
る
。

　

豪
遊
の
一
端
を
示
唆
す
る
「
紅
袖
青
山
」
は
宋
詩
か
ら
用
例
の
検
出
さ
れ
る

詩
語
だ
が
、「
青
山
」
は
下
関
の
海
と
山
と
を
指
し
、「
紅
袖
」
は
土
地
の
藝
妓

を
指
す
。
酒
と
美
女
と
が
散
財
の
一
大
原
因
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。
門
司
の

後
は
、
佐
世
保
、
長
崎
、
久
留
米
と
九
州
各
所
で
書
画
会
を
催
し
た
模
様
で
あ

る
。
か
か
る
順
路
の
大
旅
行
の
企
画
で
あ
っ
た
た
め
に
、
喜
多
は
懇
ろ
な
壮
行

会
を
昨
秋
九
月
に
催
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
旅
行
中
に
は
な
か
な
か
漢
詩
が
出

来
ぬ
と
述
べ
た
後
に
、
ま
た
ぞ
ろ
詩
に
関
わ
る
話
を
喜
多
を
相
手
に
し
て
い
る

点
に
、「
詩
を
命
と
し
た
」
碧
堂
の
真
面
目
が
あ
る
。

十
一
、
大
正
六
年
二
月
二
十
六
日
付
喜
多
橘
園
宛
田
邉
碧
堂
書
簡
【
写
真
ヘ
】

表
書
「
東
京
日
本
橋
區
小
網
町
／
豊
國
銀
行
氣
付
／
喜
多
貞
吉
様
」

裏
書
「
門
司
市
浪
花
町
／
萬
檣
樓
方
／
田
邉
為
三
郎
／
二
月
廿
七
日
正
午
」

書
簡
本
文

「
拝
啓
漸
く
春
暖
相
催
候
。

愈
御
文
安
奉
大
賀
候
。
今
春
の

九
州
の
寒
さ
ハ
如
北
海
道
、
日
々
風

雪
イ
ヤ
ハ
ヤ
驚
入
候
。
小
生
幸
に
頑

健
、
門
司
も
存
外
の
好
況
、
先
日

佐
世
保
に
廿
日
間
参
り
、
是
亦
頗

ル
當
り
申
候
。
拙
技
ユ
エ
ト
テ
モ
相
手
ニ
ハ

サ
レ
ヌ
筈
ナ
ル
モ
、
幸
に
東
道
主
到

處
に
得
其
人
、
如
此
存
外
の

大
當
り
と
相
成
、
不
堪
恐
縮
、
責
任
の

重
を
自
覺
仕
居
候
。
別
帋
ハ

筆
少
な
に
と
注
文
さ
れ
て
二
枚

か
き
試
候
。
其
内
の
一
枚
也
。
御

哂
草
に
呈
上
仕
候
。
〇
門
司
の

仕
事
だ
け
で
も
到
底
マ
ダ
一
ケ
月

ヤ
ソ
コ
ラ
ニ
片
付
き
不
申
、
依
て

近
日
一
度
帰
京
し
度
存
申
居
候
。

〇
山
陽
翁
修
史
絶
句
半
切

優
物
と
徂
徠
七
律
額

を
得
て
折
角
大
勉
強
で
働
イ

タ
潤
筆
ハ
カ
ラ
ケ
ツ
ニ
相
成
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小
々
債
を
負
ふ
て
帰
京
ス
ル
筈

イ
ヤ
ハ
ヤ
病
入
膏
久
矣

ト
テ
モ
金
ハ
タ
マ
リ
不
申
、
細
君

に
對
て
無
申
譯
、
御
一
笑
可

被
下
候
。
外
に
槐
南
先
生
の

七
古
長
篇
絖
本
三
百
六
十
言
餘

長
額
、
朝
鮮
昌
徳
宮
歓

女
楽
長
歌
落
款
に

陪
春
畝
侯
云
々
と
長
文
も
あ
り
、

頗
ル
名
出
來　

馬
關
で
か
ゝ
れ
た

者
を
ト
ウ
〳
〵
小
生
畫
と

（
數
葉
）
か
へ
こ
と
で
貰
ひ

受
け
申
し
候
。
外
に
情
嘯
山

人
の
名
幅
二
点
入
手

又
秋
山
玉
山
の
半
切
書

幅
も
入
手
仕
候
。

コ
ン
ナ
に
道
楽
相
始
候
テ
ハ

愈
よ
活
計
難
出
來
可
申

細
君
の
心
配
可
察
也
。

書
外
ハ
帰
京
之
日
可
申

陳
候
。
草
々
頓
首

　
　

二
月
廿
六
朝

　
　
　
　
　
　

門
司
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

為
三
郎

橘
園
老
兄

　
　
　
　

梧
下
」

　

前
半
は
九
州
一
円
が
こ
の
年
「
北
海
道
」
並
み
の
異
常
寒
波
に
襲
わ
れ
て
い

る
こ
と
と
、
九
州
書
画
会
の
巡
回
開
催
が
す
で
に
佐
世
保
に
ま
で
至
っ
た
こ
と

と
を
併
せ
報
じ
る
。
二
十
日
間
に
亘
る
佐
世
保
で
の
開
催
も
盛
況
で
あ
っ
た
。

ど
う
や
ら
門
司
を
拠
点
に
九
州
各
地
を
廻
っ
た
ら
し
く
、
自
ら
の
書
画
の
需
要

が
門
司
で
も
ま
だ
一
か
月
分
く
ら
い
は
あ
り
そ
う
だ
と
し
て
い
る
。
当
時
の
日

本
家
屋
に
は
こ
と
ご
と
く
床
の
間
が
あ
っ
て
、
一
定
の
生
活
水
準
の
家
庭
で
は

書
画
軸
の
何
本
か
は
有
し
て
い
た
に
し
て
も
、
現
在
か
ら
は
想
像
も
絶
す
る
ほ

ど
に
詩
文
書
画
が
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
後
半
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
前
便
で
高
級
宿
泊
施
設
や
交
通
手

段
、
夜
の
飲
食
費
、
藝
者
を
あ
げ
る
た
め
の
費
用
な
ど
で
、
書
画
の
潤
筆
料
で

は
到
底
賄
い
き
れ
ぬ
と
報
じ
て
い
た
の
に
関
わ
ら
ず
、
自
ら
の
書
画
研
究
、
文

人
趣
味
を
満
た
す
た
め
に
、
九
州
の
地
で
陸
続
と
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

書
画
の
名
品
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
を
報
ず
る
。
曰
く
、
頼
山
陽
の
詠
史
詩
半

切
、
荻
生
徂
徠
の
七
言
律
詩
額
、
か
つ
て
の
師
で
あ
る
森
槐
南
が
下
関
で
し
た

た
め
た
伊
藤
博
文
に
朝
鮮
で
随
行
し
た
折
に
賦
し
た
長
篇
の
古
詩
の
横
長
額
、

情
嘯
の
軸
二
点
、
秋
山
玉
山
の
軸
一
点
な
ど
を
購
入
し
た
り
、
自
ら
の
書
画
と

交
換
し
た
り
し
て
、
書
画
会
で
の
潤
筆
料
は
「
カ
ラ
ケ
ツ
」
に
な
っ
た
上
に
、

小
々
足
が
出
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
顛
末
に
碧
堂
の
恐
妻
家
の
一
面
が
ち
ら
つ
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く
の
は
ご
愛
敬
で
あ
る
。

十
二
、
大
正
六
年
八
月
六
日
付
喜
多
橘
園
宛
田
邉
碧
堂
葉
書

宛
名
「
東
京
市
外
／
瀧
の
川
町
西
ケ
原
六
六
／
喜
多
貞
吉
様
」

差
出
人
「
四
谷
須
賀
町
／
田
邉
爲
三
郎
」

本
文

「
田
邉
華
恭
欣

橘
兄
暑
安

八
月
六
日
（
昨
日
帰
京
）

其
後
御
無
音
奉
謝
候

九
州
ゟ
帰
り
数
日

之
休
養
之
後
又
々

出
羽
に
参
候
。
羽
黒

山
に
も
登
り
申
候
平

の
将
門
の
逆
臣

な
ら
ぬ
史
實
を

聞
き
申
候
。
頓
首
」

　

こ
の
葉
書
の
消
印
は
判
読
が
出
来
ず
、
た
め
に
大
正
六
年
の
も
の
と
特
定
す

る
た
め
に
、
碧
堂
が
詩
箋
に
し
た
た
め
た
次
の
七
絶
を
鑑
賞
す
る
。

　
　

振
衣
教
我
立
高
岡　

衣
を
振
る
つ
て
我
を
し
て
高
岡
に
立
た
し
む

　
　

海
靍
一
聲
天
水
長　

海
鶴
一
声 

天
水
長
し

　
　

爽
氣
來
從
月
山
上　

爽
気
は
月
山
の
上
従よ

り
来
り

　
　

酒
田
萬
戸
曉
蒼
　々

酒
田
の
万
戸 

暁
に
蒼
々

　
　
　

丁
己
夏
日

　
　
　
　
　
　
　

碧
堂
生
華

　

漢
詩
本
文
に
「
月
山
」「
酒
田
」
と
あ
る
の
が
、
右
の
葉
書
に
「
出
羽
」「
羽

黒
山
」
と
あ
る
の
と
照
応
す
る
。
落
款
の
「
丁
己
」
は
則
ち
大
正
六
年
で
あ
り
、

書
画
会
を
年
頭
よ
り
各
地
で
開
催
し
て
「
九
州
ゟ
」
帰
京
し
た
の
が
、
よ
う
や

く
七
月
末
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

十
三
、
大
正
七
年
八
月
三
十
一
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡

表
書
「
市
外
西
ヶ
原
六
十
六
／
喜
多
貞
吉
様
／
拝
復
」

裏
書
「
封
／
四
谷
須
賀
町
二
／
田
邉
為
三
郎
／
八
月
三
十
一
朝
」

本
文

「
拝
復
御
令
嗣
御

快
癒
御
退
院
相
成
候

御
吉
報
に
接
、
致
御

同
喜
奉
恭
賀
候
。
一

時
之
御
攢
眉
も
茲
に

御
開
ら
き
被
爲
成
候
御
仕

合
、
小
生
も
嬉
し
く
存
上
候
。
其

後
、
時
々
御
尋
可
申
上
之

處
、
御
快
方
と
承
り
候
ま
ゝ

御
無
沙
汰
仕
居
候
。
謝
々
。
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不
取
敢
御
歡
申
上
候
。
頓
首

　
　

八
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　

田
邉
為
三
郎

喜
多
兄
臺

　
　
　
　

梧
下
」

十
四
、
大
正
八
年
七
月
二
十
八
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
為
三
郎
書
簡

表
書
「
市
外
瀧
の
川
王
子
／
西
ケ
原
殿
上
／
喜
多
貞
吉
様
」

裏
書
「
封
／
四
谷
須
賀
町
二
／
田
邉
為
三
郎
／
七
月
二
十
八
日
」

本
文

「
拝
啓
昨
夜
ハ
御

寵
召
涼
風
萬

斛
之
裏
（
う
ち
）に
御
清

饌
頂
戴
。
雅
龍

如
雲
。
真
に
消
暑

第
一
法
を
閲
（
け
み
し
し
）
知
り

愉
快
無
限
。
不
取

敢
御
禮
申
上
候
。
頓
首

　

七
月
二
十
八
日

　
　
　

田
邉
為
三
郎

喜
多
兄
臺

　
　
　
　

梧
下
」

十
五
、
大
正
八
年
十
二
月
二
十
五
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
為
三
郎
書
簡

表
書
「
市
外
瀧
の
川
西
ケ
原
殿
上
／
喜
多
貞
吉
様
／
侍
史
」

裏
書
「
封
／
四
谷
須
賀
町
二
／
田
邉
為
三
郎
／
十
二
月
二
十
五
朝
」

本
文

「
拝
啓
。
歳
路
崢
嶸

無
餘
日
、
別
て
御
多

忙
と
奉
察
候
。
又
ゝ
御

國
産
の
美
柑
一
箱

御
恵
与
被
下
、
昨
日

拝
接
、
早
速
に
家
族
と

共
に
鼓
舌
風
味
仕
候
。

御
芳
情
難
有
奉
鳴

謝
候
。
近
日
御
歸

居
候
之
由
、
路
上
之
御

興
會
と
共
に
故
園
御

團
欒
之
情
味
可
想
。

御
吟
思
嘸
相
動
候

事
と
奉
存
候
。
拝
見
之

日
相
樂
候
。

書
外
ハ
拜
禮
に
付
候
。

不
取
敢
布
數
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行
。
頓
首

　
　

十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

爲
三
郎

橘
園
兄
臺

　
　
　
　

梧
下
」

　

歳
暮
の
挨
拶
と
し
て
、
喜
多
が
碧
堂
に
蜜
柑
を
贈
呈
し
た
こ
と
へ
の
礼
状
で

あ
る
。
先
に
見
た
浜
口
容
所
と
の
関
係
と
い
い
、「
御
國
産
」
の
蜜
柑
と
い
い
、

喜
多
橘
園
の
郷
里
が
紀
州
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
視
せ
ら
れ
る
。
帰
郷
し
た
こ

と
で
詩
作
の
興
を
催
し
、
秀
吟
の
数
々
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
文
末
が
ゆ

か
し
い
。

十
六
、
大
正
九
年
二
月
五
日
付
喜
多
貞
吉
宛
田
邉
碧
堂
書
簡

表
書
「
市
外
瀧
の
川
西
ケ
原
殿
上
／
喜
多
貞
吉
様
／
御
臣
」

裏
書
「
封
／
四
谷
須
賀
町
二
／
田
邉
為
三
郎
／
二
月
五
夕
」

本
文

「
拝
啓
。
昨
夜
錦
水

樓
上
に
て
得
拜
禮
、
喜

甚
、
慰
甚
、
近
來
に

無
き
清
興
、
不
知

刻
之
移
也
。
久
須

見
翁
之
禮
度
瀟

灑
、
富
者
儔
人
之

氣
味
寸
毫
も
無
く

文
事
を
解
し
温

乎
、
藹
乎
、
實
に

可
親
可
敬
か
ゝ
る

紳
翁
に
御
紹
介
被
下
、

老
兄
之
御
厚
意
感

佩
仕
候
。
御
禮
書
御

差
上
書
候
得
共
、
尚
御

逢
候
時
、
可
然
御
致

聲
之
程
奉
願
上
候
。

不
取
敢
布
謝

　
　

二
月
五
日

　
　
　
　
　

爲
三
郎

喜
多
老
兄

　
　
　
　

梧
下

竹
隠
君
と
六
石
君
と

の
間
柄
に
就
て
昨
夜

初
て
聞
込
し
一
条
は

竹
隠
君
の
為
に
六

石
君
に
其
寛
恕
を
乞

ふ
だ
け
の
友
誼
を
盡
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さ
ば
や
と
昨
夜
來

思
ひ
立
候
得
共
。
竹
隠
君

に
ト
ニ
カ
ク
謝
罪
せ
し
め

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
ソ
レ
は

手
帋
位
で
は
埒
明
き

不
申
、
面
唔
を
要
し
候

と
。
一
面
に
は
震
源
地

之
岡
山
に
近
ひ
両
派

出
來
（
竹
隠
門
下
に
於
て
）

面
倒
出
來
居
候
故
小
生

浮
か
と
其
渦
中
へ
陥
る

の
危
險
あ
り
（
勢
ひ
竹

隠
君
へ
岡
山
ゟ
去
レ
の
こ
と
を

云
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
カ
ラ
）
友
誼

上
如
何
と
思
へ
ど
も
暫
く

差
し
扣
へ
居
る
べ
き
か
と
存
候
。

高
見
如
何
（
竹
隠
君
は

ナ
カ
ゝ
ゝ
忠
告
を
容
レ
ヌ
様
儀
故

一
寸
困
リ
モ
ノ
也
）

　

冒
頭
に
喜
多
と
共
に
財
界
人
と
し
て
名
高
い
久
須
美
雪
堂
を
囲
む
宴
に
陪
席

し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
謝
辞
が
あ
る
。
久
須
美
が
富
豪
に
し
て
は
、
人
格
円
満

な
る
紳
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
目
を
惹
く
の
は
、
追
伸
と
し
て
書

か
れ
て
い
る
高
野
竹
隠
と
佐
藤
六
石
と
の
対
立
と
そ
れ
を
和
解
せ
し
め
る
た
め

に
碧
堂
が
苦
慮
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
竹
隠
と
六
石
と
は
と
も
に
、
森
春
濤
、

槐
南
に
師
事
し
、
碧
堂
と
も
同
門
の
よ
し
み
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
門

下
生
を
巻
き
込
ん
で
の
こ
の
両
漢
詩
人
の
軋
轢
に
関
し
て
は
今
知
る
所
が
な
い

の
で
、
他
日
の
課
題
と
し
た
い
。
高
野
竹
隠
は
、
名
古
屋
の
人
。
諱
は
清
雄
。

別
号
修
簫
仙
侶
、
白
馬
山
人
。
経
学
の
師
は
佐
藤
牧
山
。
詩
は
森
春
濤
に
師
事
。

明
治
期
最
高
の
填
詞
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
神
田
喜
一
郎
博
士
の
『
日
本
に

お
け
る
中
国
文
学
Ⅱ
』（
二
玄
社
）
に
詳
し
い
。
佐
藤
六
石
は
越
後
の
人
。
諱

は
寛
、
字
は
公
綽
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
生
ま
れ
で
、
昭
和
二
年
（
一
九

二
七
）
に
没
し
た
。
明
治
十
五
年
に
新
潟
日
日
新
聞
編
集
長
を
経
て
、
上
京
、

皇
典
講
習
所
に
学
び
、
明
治
二
十
三
年
か
ら
森
槐
南
の
主
催
す
る
「
星
社
」
に

参
加
す
る
。
没
後
に
編
ま
れ
た
漢
詩
集
に
『
六
石
山
房
詩
鈔
』
が
あ
る
。

十
七
、
大
正
九
年
二
月
十
八
日
付
喜
多
橘
園
宛
田
邉
碧
堂
葉
書
（
ペ
ン
書
）

（
本
葉
書
は
冒
頭
に
前
の
二
月
五
日
付
書
簡
に
あ
っ
た
久
須
美
雪
堂
の
招
宴
に

田
辺
が
御
礼
に
赴
い
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
て
、
引
用
の
漢
詩
が
次
の
二
月

二
十
三
日
付
書
簡
で
も
ほ
ぼ
同
文
で
再
出
し
て
い
る
の
で
、
葉
書
の
消
印
は
不

分
明
で
あ
る
が
、
大
正
九
年
の
も
の
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。）

宛
名
「
市
外
滝
の
川
西
ヶ
原
殿
上
／
喜
多
貞
吉
様
」

差
出
人
「
田
邉
為
三
郎
／
四
谷
須
賀
町
／
二
月
十
八
日
／
侍
史
」

本
文
（
裏
書
）

「
拝
啓
不
相
變
時
局
の
爲
に
御
忙
殺
之
御
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様
子
御
勤
勞
ハ
可
敬
も
嘸
と
御
察
申
上
候
。
小
生

去
日
曜
の
朝
風
雪
中
久
須
美
翁
の
家
へ

礼
に
行
き
（
雪
日
訪
雪
堂
と
云
は
面
白
申
候
と
思
ひ

付
た
の
で
俄
に
興
動
し
出
行
す
）

満
城
風
雪
衣
離
披
妻
孥
訝
問

何
所
之
遠
尋
雪
堂
老
居
士
瓊
柯

堆
裡
留
我
詩　
　

高
田
級
級
瓊

作
林
仙
人
樓
閣
如
何
尋
春
寒

此
日
飛
白
雪
泠
然
醒
我
梅
花
心

推
敲
未
到
。
御
教
正
是
祈
。
其
翌
朝

ゟ
痼
疾
の
リ
ヨ
ウ
マ
チ
ウ
ス
發
作
申
候
。
小
々
發
熱

静
養
中
（
昨
日
は
起
床
可
仕
。
熱
は
既
に

退
散
痛
も
去
り
候
）
青
厓
先
生
は
一
月

以
來
一
度
も
來
臨
無
之
諸
處
共
一
向
に

見
へ
ぬ
由
旅
行
か
と
存
候
。
神
仙
可
接
難
か

御
忙
中
有
閑
で
御
吟
哦
も
ア
ル
ベ
シ
如
何
」

　

本
葉
書
は
冒
頭
に
前
の
二
月
五
日
付
書
簡
に
あ
っ
た
久
須
美
雪
堂
の
招
宴
に

対
し
て
、
田
辺
が
わ
ざ
わ
ざ
雪
の
中
を
御
礼
に
赴
い
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い

て
、
引
用
の
漢
詩
が
次
の
二
月
二
十
三
日
付
書
簡
で
も
ほ
ぼ
同
文
で
再
出
し
て

い
る
の
で
、
葉
書
の
消
印
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
大
正
九
年
の
も
の
と
判
断
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

昔
人
は
宴
席
に
招
待
さ
れ
る
と
主
催
者
に
そ
の
礼
状
を
認
め
る
だ
け
で
は
居

た
た
ま
れ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
直
接
主
催
者
自
宅
ま
で
赴
い
て
礼
を
述
べ
て
い
た
。

年
始
回
り
も
中
元
の
挨
拶
も
直
接
赴
く
の
が
普
通
で
あ
り
、
年
賀
状
や
物
品
の

み
の
贈
呈
で
は
済
ま
さ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
頑
健
な
ら
ぬ
身
体
な
の
に
、
雪
中

を
わ
ざ
わ
ざ
挨
拶
に
出
か
け
た
こ
と
を
碧
堂
は
言
う
が
、
そ
れ
も
相
手
が
「
雪

堂
」
と
号
す
る
の
で
、
御
礼
の
漢
詩
に
雪
を
詠
じ
る
と
い
う
洒
落
心
に
か
こ
つ

け
る
の
だ
か
ら
、
た
い
し
た
漢
詩
人
ぶ
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
歳
に
は
勝
て
ず
、

翌
日
か
ら
リ
ュ
ー
マ
チ
を
発
症
し
て
寝
込
ん
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
詩
文
風
流

も
命
が
け
で
あ
る
。

　
「
推
敲
未
だ
到
ら
ず
」
と
は
述
べ
て
い
る
が
、
身
命
を
賭
し
て
の
碧
堂
の
雪

中
詠
を
左
に
掲
げ
る
。

　
　

満
城
風
雪
衣
離
披　

満
城
の
風
雪 

衣
離
披
た
り

　
　

妻
孥
訝
問
何
所
之　

妻
孥 

訝い
ぶ
かつ

て
問
ふ 

何
の
之
き
し
所
ぞ

　
　

遠
尋
雪
堂
老
居
士　

遠
く
雪
堂
老
居
士
を
尋
ね
て

　
　

瓊
柯
堆
裡
留
我
詩　

瓊け
い

柯か

堆た
い

裡り

に
我
が
詩
を
留
め
た
り

　

既
に
帰
宅
の
後
の
詠
と
解
し
た
。
出
掛
け
る
前
に
家
族
に
雪
中
外
出
を
訝
ら

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
町
に
は
雪
が
吹
き
荒
れ
て
い
て
、
衣
裳
に
雪
が
こ
び

り
つ
い
て
い
た
の
で
、
家
族
に
い
っ
た
い
あ
な
た
こ
の
悪
天
候
の
中
ど
こ
へ

行
っ
て
い
た
の
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
雪
堂
さ
ん
と
い
う
ご
老
人
の
お
宅
を
わ

ざ
わ
ざ
訪
ね
て
、
雪
に
包
ま
れ
た
木
々
に
囲
ま
れ
た
お
屋
敷
に
拙
作
を
置
い
て

き
た
の
だ
よ
、
と
い
っ
た
内
容
。
命
が
け
で
獲
得
し
た
ヒ
ュ
ー
モ
ア
が
横
溢
す

る
。
第
二
首
。

　
　

高
田
級
級
瓊
作
林　

高
田
級
々
瓊た
ま

林
を
作な

す
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仙
人
樓
閣
如
何
尋　

仙
人
の
楼
閣 

如
何
ぞ
尋
ね
ん

　
　

春
寒
此
日
飛
白
雪　

春
寒
此
の
日 

白
雪
飛
び

　
　

泠
然
醒
我
梅
花
心　

泠
然
と
し
て
我
が
梅
花
の
心
を
醒
ま
さ
ん

　

こ
ち
ら
は
人
事
か
ら
離
れ
て
雪
景
色
を
客
観
的
に
詠
じ
る
。
久
須
美
邸
が
高

台
の
上
に
あ
り
、
そ
こ
に
達
す
る
た
め
の
段
々
に
も
雪
が
積
も
っ
て
い
た
と
い

う
の
が
第
一
句
で
あ
ろ
う
。

十
八
、
大
正
九
年
二
月
二
十
三
日
付
喜
多
橘
園
宛
田
邉
碧
堂
書
簡

表
書
「
麹
町
区
丸
之
内
有
楽
町
／
鐡
道
協
會
工
業
倶
楽
部
／
喜
多
貞
吉
様
」

裏
書
「
四
谷
須
賀
町
二
／
田
邉
為
三
郎
／
二
月
二
十
三
朝
」

本
文

「
御
多
忙
中
御
返
事
被
下

　

謝
々
。
春
寒
御
健
安
珍

重
候
。
雪
日
訪
雪
堂
詩
は

如
左
改
稿
仕
候
。

満
衣
風
雪
寒
離
披

衝
風
冒
雪
何
所
之

遠
尋
雪
堂
老
居
士

玉
壺
欲
酹
東
坡
詩

詩
情
應
似
無
絃
琴

彈
而
不
聞
少
知
音

春
寒
此
日
飛
白
雪

泠
然
醒
我
梅
無
心

尚
推
敲
可
仕
候
。
多
少
先

日
の
よ
り
俗
調
を
脱
却
し

得
た
る
か
と
存
候
。
十
分
に
御

批
正
可
被
下
候
。

紀
州
に
て
那
賀
郡
と
申
す

處
は
有
田
の
方
に
近
き
か
。

新
宮
に
近
き
か
電
話
に
て

（
御
閑
暇
之
時
尊
臺
よ
り
番
町

七
四
四
ヘ
御
掛
け
被
下
度
候
。
伏
請
）

御
教
へ
被
下
度
候
。

　

寄
題
讀
雪
樓

山
川
靈
徹
玉
玻
璃

情
似
王
維
孟
浩
詩

積
雪
寒
光
明
年
夜

一
樓
高
興
讀
書
宜

御
吟
正
可
被
下
候
。

書
外
は
電
話
に
て
草
々
頓
首

　

二
月
二
十
三
朝

　
　
　
　
　
　
　

為
三
郎

橘
園
兄
臺

　
　
　
　

梧
下
」
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前
の
葉
書
か
ら
五
日
後
に
、
碧
堂
は
推
敲
の
結
果
を
橘
園
に
示
し
た
。
病
を

力
め
て
の
雪
中
行
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
軽
々
に
は
詠
み
捨
て
な
か
っ
た
。

ま
だ
推
敲
を
続
け
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
改
案
も
左
に
掲
げ
る
。

　

満
衣
風
雪
寒
離
披　

満
衣
の
風
雪 

寒
離
披
た
り

　

衝
風
冒
雪
何
所
之　

風
を
衝
い
て
雪
を
冒
し
て 

何
の
之
く
所
ぞ

　

遠
尋
雪
堂
老
居
士　

遠
く
雪
堂
老
居
士
を
尋
ね
て

　

玉
壺
欲
酹
東
坡
詩　

玉
壺
に
酬
ゐ
ん
と
欲
す　

東
坡
の
詩
を

　

詩
情
應
似
無
絃
琴　

詩
情 

応
に
無
絃
琴
に
似
る
べ
し

　

彈
而
不
聞
少
知
音　

弾
ず
れ
ど
も
聞
か
れ
ず 
知
音
少
れ
な
り

　

春
寒
此
日
飛
白
雪　

春
寒
此
の
日 

白
雪
飛
び

　

泠
然
醒
我
梅
無
心　

泠
然
と
し
て
我
を
醒
ま
さ
し
む
る
も
梅
に
心
無
し

　

第
一
首
は
家
族
と
の
問
答
体
と
い
う
趣
向
を
却
下
し
て
、
碧
堂
の
自
問
自
答

体
と
し
た
。
そ
の
こ
と
で
ヒ
ュ
ー
モ
ア
は
減
殺
さ
れ
た
が
、
元
佑
六
年
（
一
〇

九
一
）
に
賦
し
た
「
聚
星
堂
雪
」
と
い
う
長
篇
の
雪
の
詩
で
有
名
な
蘇
軾
に
自

ら
を
擬
し
て
「
玉
壺
」
＝
美
酒
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
雪
堂
に
詩
を
呈
し
て
御

礼
を
述
べ
よ
う
と
詠
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
首
は
前
案
と
が
ら
り
と
構
成
を
変
え
て
い
る
。
久
須
美
へ
の
謝
意
が
か

き
消
さ
れ
て
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
稀
な
る
表
現
者
の
孤
独
が
詠
じ
ら
れ
て
い

る
。
結
句
で
詠
じ
ら
れ
た
梅
も
前
案
で
は
醒
ま
さ
れ
て
花
が
開
き
そ
う
で
あ
っ

た
の
に
、
碧
堂
が
は
っ
と
し
て
も
梅
は
目
覚
め
ぬ
ま
ま
で
花
を
開
こ
う
と
も
し

な
い
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
後
碧
堂
は
喜
多
に
那
賀
郡
の
所
在
を
尋
ね
て
い
て
、
喜
多
が
紀
州
の
人

で
あ
る
こ
と
を
再
確
信
さ
せ
る
。
最
後
に
も
う
一
首
漢
詩
を
呈
し
、
批
正
を
橘

園
に
乞
う
て
碧
堂
は
筆
を
擱
い
た
。

　
　

寄
題
讀
雪
樓

　

山
川
靈
徹
玉
玻
璃　

山
川
霊
徹 

玉
玻
璃

　

情
似
王
維
孟
浩
詩　

情
は
王
維
孟
浩
の
詩
に
似
た
り

　

積
雪
寒
光
明
年
夜　

積
雪
寒
光 

明
年
の
夜

　

一
樓
高
興
讀
書
宜　

一
楼
の
高
興 

書
を
読
む
に
宜
し

　

右
の
詩
も
雪
堂
邸
を
訪
う
た
時
の
感
慨
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
白
い
宝

石
の
よ
う
な
雪
で
覆
わ
れ
た
大
自
然
（
＝
「
山
川
」）
は
心
あ
る
も
の
の
ご
と

く
で
、
わ
た
し
（
＝
「
碧
堂
」）
の
心
は
あ
た
か
も
唐
の
王
維
・
孟
浩
然
の
ご

と
く
で
あ
る
。
王
維
に
は
「
雪
中
芭
蕉
」（『
夢
溪
筆
談
』）
の
故
事
が
あ
り
、

孟
浩
然
に
は
「
雪
中
騎
驢
」（『
本
事
詩
』）
の
故
事
が
あ
る
。
ふ
り
つ
も
っ
た

雪
明
り
が
夜
を
照
ら
す
の
で
、
楼
内
の
書
斎
で
は
清
興
を
楽
し
み
本
が
楽
し
く

読
め
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

（
追
記
）　

文
中
、
随
処
に
掲
出
し
た
碧
堂
の
書
簡
の
写
真
は
す
べ
て
早
稲
田
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
生
藤
冨
史
花
氏
の
撮
影
に
係
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
喜
多

橘
園
の
生
年
と
『
東
山
荘
唱
和
集
』
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
久
喜
市
の
堀
内
謙
一
氏

の
ご
示
教
に
接
し
た
。
ご
厚
意
の
段
、
こ
れ
ま
た
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

　

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）「
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

日
本
の
書
簡
文
の
研
究
」（
課
題
番
号
１
７
Ｋ
│
８
４
９
３
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


